
 

 

デジタル画像処理のソフトウェアはこれまで種々市販されて

いますが、汎用性がある反面、初心者には操作が困難です。 

そこで、簡単な操作で短時間にだれでもが修得でき、操作の

過程で自然に学習ができる景観シミュレータを開発しました。 

 

機能を限定し、ツールボタンやメニューの数を減らし、操作

性の向上を追求しました。ドラッグ＆ドロップするだけの直感

的な操作で合成操作ができます。よって、ほとんどのシミュレ

ーﾄは１０ステップ程度で終わります。 

 

レイヤによる部品画像管理機構をクリップウィンドウとレイ

ヤウィンドウの２段構造として実現し、景観の「地」と「図」

のデザイン構造を十分理解しながら景観をシミュレートできる

インターフェイスとしました。 
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アイコンは左から右へ

（切取り→編集→描画）

順に使っていくだけ 

クリップウィンドウに部

品画像を貯めレイヤウィ

ンドウで合成していく 

農村景観シミュレータのインターフェイス 景観づくりワークショップでの活用 

現況 景観シミュレーションに 

よる修景 

左 上 は 現 況

ね。これはこ

れでよい景観

じゃない。 

せせらぎの散歩

道を整備したら

どうだろうか。

並木もあった方

がよいかな。 

本システムは（株）イマジックデザインと共同開発したものです。 

だれでもが簡易に使えるインターフェイス 

景観学習機能を備えたインターフェイス 




